
農畜産業機械等リース支援事業　事業評価

基準年
（平成25年）

Ａ
目標年

（平成28年）

Ｂ
目標値

Ａ／Ｂ
達成率

乳用牛(経産）の飼養
頭数

35頭 34頭 44頭 77%

自給飼料の作付面積 0ａ 0ａ 250ａ 0%

乳用牛経営を開始す
る新規参入者に機械
を導入し、酪農生産
基盤の維持及び酪農
の振興に資する。

乳用牛（経産）の飼養頭数は初妊牛価
格の高騰（27年度平均：63万円／頭、
28年度平均：80万円／頭）が計画通り
の増頭の阻害要因となったことは理解
できる。このため、今後、自家育成に
よる増頭に取り組むこととしており、
今後の改善が見込まれる。自給飼料の
作付面積については、作付予定地が獣
害で利用困難となったため、稲WCSを
活用し飼料の外部化により賄ったこと
から目標には達していないが、今後、
自給飼料作付予定地への育成牛の放牧
利用により作付面積目標の達成に取り
組むこととしており、事業実施主体に
対し、改善計画の提出を求めることと
する。
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